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Moodleを 講義 で利用す るよ うになった

きっか けは,名 古屋情報 セ ンター の方 か ら

「使 い勝 手が よい し,わ か らな けれ ばいっ

で も教 え ます」 と勧 め られ たか らであ る。

で は 半期 試 験 的 に利 用 しよ う と思 い,

Moodleを 使 用す るこ とと したが,セ ンタ

ー の方 に懇切 丁 寧 に教 えて いた だ けたお

か げ と,受 講生 のMoodle認 知度 が高いお

か げで,前 期 を振 り返 る と思いの ほか利用

勝手 が よか った とい う印象 であった。

利用 したの は,2年 生対象 の 「物権法1」

と3年 生対象 の 「債権法1」 で,い ずれ も

300人 を超 える大講義 の授 業で あったが,

Moodleを 利 用 した こ とに よって,次 の よ

うな利 点が あった。まず,教 員側 の利 点 と

しては,① レジ ュメを配布す る時 間を必 要

としないの で,す ぐに講義 を始 め られ る。

②Moodleか らレジ ュメを入 手で きるので,

欠席 した受講 生 の ため に レジュ メ を長期

間保管 してお く必 要が ない。③ レジュメだ

け欲 しい受講生 は講義 に来 な くなるので,

講義 中の私語対策 に役立つ。④ こち らで印

刷 の準備 をす る場合,履 修者 分の印刷 を し

な けれ ば な らないが,Moodleの 利用 に よ

り受講 生が各 自で印刷 す るので,講 義後余

部 を処 分す る必要 がな く,環 境 にや さしい。

受講生側 か らは,⑤ 講義 で使 用 したパ ワー

ポ イ ン トを講 義 終 了後 に掲 載 して くれ る

こ とで,そ れ を もとに 自分 で復 習が できた

とい う意 見 を聞い た。

難点 は,レ ジュメ を少 な くとも2日 前 ま

で には掲載 しなけれ ば,学 生か らク レー ム

が多 く寄せ られ る とい うこ とであ る。現代

の学生 は何 か と忙 しい よ うで,前 日のお昼

に掲載 して も,そ れで は印刷 をす る時間が

採 れ な いか らもっ と早 くしろ とい う意 見

が多数 寄せ られ た。この理 由には賛 同でき

ない が,早 く掲載 すれ ば学 生が予習す る時

間 を しっか り確保 で きるこ とにな るので,

後期 は早 めに掲載 す る こ とを心掛 け よ う

と思 う。

も う1点 は,Moodleか ら印刷 し忘れ た

受講生 が,講 義 開始 後10分 ほ ど出入 りを

す るので,し っか り授 業 を聞 きたい学生 は,

その 出入 りが気 になった と言 ってい る。

Moodleの 機 能 を最 大 限に活 かせれ ば,

受講 生 は事前 に レジュ メを取得 でき るの

で,各 自が じっ く りと予習 した うえで授業

に臨む ことが でき,こ ち らと して も しっか

り予 習 して きた受 講生 に合 わせ て講 義 を

展 開す る こ とが可 能 となるだ ろ う(実 際,

後期 の講 義 で は予習 して き てい る学生 が

講義 前 に質問 に くる とい うこ とが あ り,こ

の実現性 は高い と思ってい る。)。こ うした

教育効果 の実現 に向 けて,今 後 もMoodle

を利用 してい きたい と思 う。
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